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8               [研 究報告要 旨]
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10  近年,先進国を中心 に,直接民主主義の手段 として住 民投票が しば しば用い

11 られてい る。日本 において も,2000年 代か ら,地方 自治体 において住民投票が

12 頻繁 に実施 されている。特 に平成の大合併 の時代 においては,住民投票 は意思

13 決定の重要な手段のひ とつであった。そして,2010年 代以降は,合併以外 にも,

14 市庁舎の建設 などの公共事業 の判断 において用いられ るようになっている。

15  地方議会 とい う代表民主主義の機関が存在す る一方で,住民投票 とい う直接

16 民主主義の手段 をどの よ うに活用す るかは難 しい。 ひとつの問題 について異な

17 る判断が行われ,両者 の正統性が競合す ることもあるか らであ る。そのため ,

18 住民投票の研究では,直接民主主義の手段 それ 自体 の改善 を図 るだ けでな く,

19 代表民主主義 との関係 を踏 まえた適切な制度設計が検討 されている。

20  本研究では, このような研究の流れを踏 まえて,オ ンラインでのサーベイ実

21 験 とい う手法 を用 いて,人 々が代表民主主義 と直接民主主義の競合 をどの よう

22 に認識 しているか分析 した。具体的 に用いた方法 は,住民投票の トビック 0多

23 数派 の大 きさ 。投票率の レベル・誰が提案者 か, といった属性 をランダムに回

24 答者 に割 り当てて,そ の住民投票の結果 と地方議会 の判断の どち らを正統 なも

25 のだ と捉 えるかを尋ね るコンジ ョイント実験 である。 この実験 によって,独立

26 変数 が人 々の正統性の認識 に与 える効果 を観察す るとともに,デモ グラフイー

27 や政治意識 が異なるグループによって効果 に違 いがあ るか を検証 した。

28  分析 の結果,市庁舎の建設 のように人々の選好が重視 され るものは住民投票

29 の正統性が高い一方,ご み処理施設 の設置の ように集合行為問題 が懸念 され る

30 ものは代表民主主義の正統性 が高 い と認識 されてい ることが分 かった。市町村

31 合併 や基地 の設置のように他 の政府が関わ るものはその中間に位置す る。また ,

32 多数派 の大 きさは予想 されていた通 り正統性 を高め る一方,投票率 の高 さは住

33 民投票 の正統性 に影響 しないあるいは負の結果が観察 された。提案者 について

34 は顕著 な効果 を確認す ることがで きなかった。
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